
平成30年 2月 26日掲載 
 
＜子供たちに税の使途について考える機会を提供した好事例＞  
 
 
 

横浜中法人会（神奈川） 

 
＜活動対象＞ 小学生 
 
＜活動の概要＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考資料＞ 
 事業概要 
 
＜摘要＞ 
 特になし 
 
＜出典＞ 
 平成29年度租税教育活動プレゼンテーション（高知大会）より 

税を知る 横浜子どもフリーマーケット 

 

・横浜中税務署管内の小学生の児童を対象に、適正な税の仕組みを健全に学んで

いただくための「税を知る 横浜子どもフリーマーケット」を開催。 

 

・参加した子どもたちは、それぞれの売上から8％を「こどもフリーマーケット税」

として納め、その使い道を寄付先候補5つの中から協議し決定するなど、楽しみ

ながら税金の健全な納付の重要性と税金の活用について考える。 
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税を知る 横浜こどもフリーマーケット 事業概要

子どもによる、子どものための
「子どもフリーマーケット」

自宅に眠っている使わなくなった
おもちゃや、本、古着などをフリ
マに出店します。値付けやラッピ
ング、商品の陳列、販売、売り上
げ集計、納税までをこども達自身
で行うことがポイントです。

会場はみなとみらい駅コンコー
ス内の広場。人出も多く、天候
に左右されることなく実施でき
ます。40ブースの出店申し込み
は募集開始から5日キャンセル
待ちになるほどの大人気。
フリマを通じて、商業活動から
納税の仕組みまでを体験できる
絶好の学びの場となります。
参加人数は小学生100～120名

横浜こどもフリーマーケットは
小学生を対象に、納税の仕組み
や税の大切さ、税金の使い道へ
の関心を高めてもらう為の租税
教室の一環として、毎年開催し
ているイベントです。ブース出
店したこども達は、売上げ金額
の8％を「こどもフリマ税」（
仮想）として納めます。
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体験型の租税教育のベストプラクティス事業へ

＜1年～8ヵ月前＞：実施計画策定

開催日・会場決定

＜6ヵ月前＞：校長会事業開催説明
ブース出店チラシ作成・WEB告知

＜3ヵ月前＞：出店者募集
開催ポスタ配布開始、SNS告知

＜2ヵ月前＞ ：租税教育ショウ準備
事前租税アンケート実施

＜1ヵ月前＞ ：当日運営計画
プレスリリース、各種媒体露出

＜開催実施＞ ：フリマ実施
租税教室実施

事後アンケート集計

＜ 1ヵ月後以内＞ ：フリマ税活用
寄付先への訪問・報告

1年以内で開催計画から実施まで手がけられるため、
青年部会の単年度事業に適しています。

当事業では、フリーマーケットを通じて、納税の仕組み、税の
大切さだけでなく、税金の使いみちが決定されるプロセス、ま
た税金のゆくえ（使いみち、使われ方）にまで関心を持っても
らうことを重要視しています。

イベント開催の前に出店者のこどもたち（保護者経由）にむけ
て、ホームページでの税金クイズや、フリマ出店に向けた準備
段階でのアドバイス、税金についての意識アンケートなどのコ
ンテンツをメールやWEBを通じて事前に発信し、ただのフリマ
でなく納税を体験する、自分たちの納めた税金がなにかのため
に役立つことについて自覚をもってもらいます。

たくさん商品が売れることも大切ですが、正しく売り上げを申
告し、きちんと納税する体験を通じ、８％というフリマ税の重
みと、その活用の意義について、自分たちで感じてもらう、考
えるもらうことが最も大切なことだと私たちは考えます。

イベント当日は、
横浜市内の他会青
年部会のみなさま
や仙台中法人会青
年部会の部会長お
よび幹部の方々が
是非、参考にした
いと視察に来てく
ださいました。


